
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大和の伝統野菜とは？ 

戦前から本県での生産が確認

されている品目で、地域の歴史

や文化を受け継いだ独特の栽培

法等により、「味、香り、形態、

来歴」などに特徴を持つもの。 

 前号に引き続き、今回は祝だ

いこんを作っておられる京谷さ

んを「がんばるファーマー

No.16」で紹介します。 
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主 な 内 容

○遊休農地解消モデル事業（P６） 

○「田植え」しました田原小中学校（Ｐ７） 

○農業者年金に加入しよう（Ｐ７） 

○農耕と神事・編集後記（P８） 

 

 

○農業に関するアンケート集計結果（P２～３）

○がんばるファーマーNo.16（P４～５） 

○記帳・帳簿等の保存制度の対象者拡大（Ｐ４）

○農業委員会７月定例総会（Ｐ５） 

○ 奈良市役所ホームページアドレス http://www.city.nara.nara.jp/ ※ホームページからもご覧いただけます。

○ 奈良市役所コールセンター ＴＥＬ ０７４２－３６－４８９４ 

年中無休  平日：午前８時～午後７時  土・日・祝 午前９時～午後５時 

 
遊休農地解消 

モデル事業 

 

 
 

 

田原小中学校

「田植え」体験
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問１　
性  　別 年齢は、おいくつですか。 お住まいはどちらですか。

①男…105人 ①39歳以下 …9人 ①中部地区 …101人
②女…126人 ②40歳代 …7人 ②西部地区 …45人
（無回答…5人） ③50歳代 …29人 ③南部地区 …49人 

④60歳代 …95人 ④東部地区 …19人
⑤70歳以上 …96人 ⑤都祁・月ｹ瀬地区 …3人

⑥その他 …19人

　近隣の農地の状況は、どのようになっていますか。（複数回答可）
①季節に応じた作物が栽培されている。 …164人（５７％）
②何も作付けされず遊休地となっている。 …49人（１７％）
③草木が生い茂り、荒地となっている。 …36人（１２％）
④ゴミが放置されている。 …25人（９％）
⑤有害獣の巣となっている。 …12人（４％）
⑥その他 …3人（１％）
　　　　　　　（・建売が多くなっている　・住宅、マンション）

　あなたは、地産地消（地元の農産物を購入し消費）を支援しますか。（複数回答可）
①支援します…169人

・地域の農業維持するため …44人（２５％）
・新鮮な農作物 …66人（３８％）

・その他 …2人（１％）

②支援

・品数が少ない …2人（１％）

・その他 …1人（１％）

　今、遊休化している農地を活用するには、どのような方策が必要と思いますか。（複数回答可）
①地域一帯での農業経営（集落営農）の推進 …89人（３５％）
②市民農園や家庭菜園として貸す制度の推進 …102人（４０％）
③農機具のリ－ス制度の推進 …41人（１６％）
④農地を他の用途（宅地や駐車場・植林等）に活用 …22人（８％）
⑤その他 …1人（１％）

問３

問４

・安全安心で安い …57人（３２％）

＜平成２４年度＞
農業に関するアンケ－ト集計結果
（「２０１２　みのりの秋　ふれあい感謝祭」にて　　回答総数…２３６件

問２　農地は、どのような役割や機能を果たしていると思いますか。（複数回答可）
①食料を生産する場…153人（５６％）
②水源のかん養、洪水防止及び良好な景観を

形成する場…54人（２０％）
③農業体験を通じての教育の場…63人（２３％）
④その他…3人（１％）

（・作物がどのようにして出来るか知るため）
しない…7人

・地元農産物の販売所が無い …2人（１％）

・価格が高い …2人（１％）

問５

  
問２

200

150

100

50

0

① ② ③ ④

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
有
効
利
用
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
及
び
未
然
防
止
を
図
る
た

め
、
地
域
の
方
々
が
ど
の
よ
う
な
意
見
や
意
向
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
調
査
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
主
催
の
「
２
０
１
２ 

み
の
り
の
秋 

ふ
れ
あ
い
感
謝
祭
」
へ
の
参
加

者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農業維持
新鮮な農作物

安全安心
その他

問４  ①

0 20 40 60 80
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問６ 鳥獣被害について   　（複数回答可）
鳥獣による被害はありますか。 鳥獣被害の原因 

①あ　る …167人（７８％） ①鳥獣の個体数の増加 …54人（２８％）
イノシシ …27人（１６％） ②耕作放棄地の増加 …42人（２２％）
シカ …15人（９％） ③集落機能の低下 …12人（６％）
アライグマ …26人（１６％） ④狩猟者の減少 …22人（１１％）
カラス …95人（５７％） ⑤エサ不足 …62人（３２％）
その他 …4人（２％） ⑥その他 …1人（１％）

（ムクドリ、サル、イタチ、モグラ）
②な　い …46人（２２％）　

　農業全般について、ご意見・ご

・地産地消の徹底。
・地元の安全安心な野菜
・ＪＡが中心となって遊休農地
・高齢化しているので、農地
・農家の大小に関わらず政策が不具合である。持ち面積に対しての方策が必要である。
・海外輸出や他の業界に負けない工夫と努力を心がけてほしい。
・農業経営は大変困難、後５年程度で経営不明。
・野菜の計画的生産の指導。
・農業に従事する人の高齢化、人口減少。
・貸農園をお願いします。
・競争が厳しく、世界各国から安い商品が増加している。
・農業を支援するために講習会をやって欲しい。
・地産地消を応援します。
・小規模農家が多いので、ＪＡが中心となって農業経営を推進してほしい。

問７ 農業・農村を維持発展するためには、何が必要と思われますか。　（複数回答可）
①農地を集積し、大規模農家を支援 …70人（２７％）
②農産物価格の安定（販売システムの構築・特産品の推進など） …92人（３６％）
③農業の６次産業化（生産・加工・販売）への支援 …37人（１４％）
④都市と農村の交流を推進（市民農園・体験農園・産地直売など） …58人（２２％）
⑤その他…2人（１％）

問８ 感想がありましたらお書きください。

・果物を提供してほしい。
の解消に努力してほしい。

の維持管理をＪＡでやってもらいたい。

・地域住民と農業生産者の一体化

◆
ま
と
め
◆

　

当
日
の
参
加
者
は
、
平
坦
地
域
の
六
十
歳
以
上
の
方
が
大
半

を
占
め
、
半
数
が
非
農
家
と
な
っ
て
い
ま
す
。
非
農
家
の
半
数

の
方
が
農
業
と
し
て
「
家
庭
菜
園
」
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
農
地
の
状
況
は
４
割
程
度
が
何
も
作
付
さ
れ
て
い
な

い
遊
休
地
・
荒
地
・
放
置
な
ど
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

は
、
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
が
多
く
点
在
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
た
め
耕
作

指
導
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
有
効
活
用
が
図
れ
る
よ

う
な
支
援
策
が
必
要
で
す
。

　

遊
休
化
し
て
い
る
農
地
の
活
用
方
法
と
し
て
は
、
「
市
民
農

園
や
家
庭
菜
園
と
し
て
貸
す
制
度
の
推
進
」
、
「
農
業
経
営

（
集
落
営
農
）
の
推
進
」
が
多
く
、
自
己
で
農
地
の
維
持
・
管

理
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
方
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

遊
休
農
地
の
解
消
及
び
耕
作
放
棄
地
の
防
止
対
策
は
、
食
料

自
給
力
の
確
保
と
い
っ
た
国
政
上
の
位
置
づ
け
と
、
農
村
に
暮

ら
し
農
業
に
携
わ
る
も
の
に
と
っ
て
、
地
域
農
業
と
生
活
環
境

の
基
盤
を
守
る
上
で
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
地
が
遊
休
化
す
る
こ
と
は
農
業
に
従
事
す
る
も
の
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
、

農
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
指
導
す
る
と
と
も
に
、
農
地
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
施
策
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
へ
要
望
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
解
消
事
業
と
し
て
は
、
市
民
農
園
な
ど
の
開
設
並

び
に
運
営
支
援
、
地
産
地
消
の
推
進
（
直
売
所
）
な
ど
行
政
及

び
関
係
機
関
が
連
携
し
農
業
・
農
村
の
維
持
発
展
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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四
十
日
群
（
日
本
の
大
根
分
類
の
品
種
群
の
一
つ
。

他
に
か
い
わ
れ
や
葉
大
根
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
）
か
ら

系
統
選
抜
さ
れ
た
、
直
径
三
セ
ン
チ
長
さ
平
均
二
十
～

三
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
細
い
だ
い
こ
ん
。
別
名
「
四
十

日
だ
い
こ
ん
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
根
は
曲
が
ら

な
い
よ
う
、
手
や
ク
ワ
等
で
丁
寧
に
土
寄
せ
を
し
ま
す
。

　

祝
だ
い
こ
ん
は
、
一
般
の
だ
い
こ
ん
と
比
べ
辛
み
が

な
く
歯
ご
た
え
も
よ
く
、
煮
崩
れ
し
な
い
の
が
大
き
な

特
長
で
す
。

　

大
和
地
方
の
お
雑
煮
に
欠
か
せ
な
い
野
菜
。
大
和
の

雑
煮
は
、
家
庭
円
満
を
意
味
し
た
輪
切
り
の
祝
だ
い
こ

ん
と
、
人
参
・
里
芋
と
、
角
を
削
ぎ
落
し
た
豆
腐
・
丸

餅
を
白
味
噌
仕
立
て
に
す
る
家
庭
が
多
い
で
す
。

　

奈
良
阪
町
で
祝
だ
い
こ
ん
を
作
っ
て
い
る
と
聞
き
、  

 
 
 
 
 

　個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分の事業所得、不動産所得又は山林所得の

金額の合計額が 300 万を超える方に必要とされていた記帳と帳簿書類の保存が、平成 26

年１月からは、これらの所得を生ずべき業務を行う全ての方（所得税の申告の必要がない

方を含みます。）について必要となります。

　記 帳・帳 簿 等 の 保 存 制 度 や 記 帳 の 内 容 の 詳 細 は、国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.nta.go.jp）に掲載されていますので、ご覧ください。

　詳しくは、奈良税務署にお問い合わせください。

奈良税務署　記帳指導担当　０７４２－２６－１２０６

 

「
京
谷
治
広
さ
ん
」
の
ほ
場
に
お
伺
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

親
の
代
か
ら
自
家
製
の
原
種
で
、
祝
だ
い
こ
ん
を

作
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
京
谷
さ
ん
。

　

「
祝
だ
い
こ
ん
は
土
が
大
切
で
す
。
」
試
行
錯
誤
し

て
、
た
い
肥
を
変
え
日
々
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
分
に
か
ん
水
し
て
か
ら
種
を
蒔
き
、
発
芽
す
る

と
土
を
か
ぶ
せ
ま
す
。
芽
の
出
来
具
合
を
見
て
、
曲

が
ら
な
い
よ
う
に
突
っ
張
り
棒
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、

指
が
二
～
三
本
入
る
間
隔
で
間
引
き
し
、
葉
を
作
り

ま
す
。

　

十
二
月
初
め
～
二
十
日
頃
に
か
け
て
収
穫
で
す
。

　

収
穫
時
に
太
さ
・
長
さ
を
選
別
し
て
振
り
分
け
、

三
本
一
束
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
は
寒
か
っ
た
の
で
、
や
や
細
め
で
す
が
、
い

い
仕
上
が
り
だ
そ
う
で
す
。

　

三
本
一
束
で
揃
え
た
祝
だ
い
こ
ん
を
洗
い
、
二
十

束
ず
つ
箱
づ
め
し
て
出
荷
し
ま
す
。

　

突
然
の
取
材
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
作
業
す
る

手
を
休
め
る
こ
と
な
く
、
一
つ
一
つ
の
質
問
に
丁
寧

に
答
え
て
下
さ
っ
た
京
谷
さ
ん
。

　

京
野
菜
以
上
に
『
旬
の
野
菜
』
で
あ
る
祝
だ
い
こ

ん
。
生
産
者
の
お
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
年

の
始
め
に
い
た
だ
く
お
雑
煮
を
味
わ
い
た
い
も
の
で

す
ね
。

　

お
忙
し
い
中
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
京
谷
さ

ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

祝
だ
い
こ
ん
は
土
が
大
切…

お
雑
煮
に
ぴ
っ
た
り
祝
だ
い
こ
ん…

大
和
の
伝
統
野
菜…

出荷準備の様子。

きれいに土を落とした祝

だいこんを箱詰めしてい

きます。
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平
成
二
十
五
年
度　

七
月
定
例
総
会

　

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
六
日
、
午
後
二
時
か

ら
奈
良
市
役
所
に
お
い
て
、
定
例
総
会
が
開
催
さ

れ
、
平
成
二
十
六
年
度

農
業
施
策
に
関
し
、
そ

の
場
に
お
い
て
福
井
副

市
長
へ
建
議
い
た
し
ま

し
た
。

　

建

議

の

主

な

内

容

は
、
昨
年
十
二
月
に
実
施
し
た
農
業
に
関
す
る
意

向
調
査
の
結
果
や
地
域
農
業
者
の
意
見
・
要
望
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

一
、
遊
休
農
地
解
消
対
策
の
推
進

二
、
担
い
手
や
経
営
対
策
の
強
化

三
、
有
害
獣
被
害
対
策
の
強
化

以
上
の
三
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

続
い
て
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が

役
員
と
な
り
ま
し
た

　
　

農 

地　

部 

会 

長　

岡　

田　
　

嘉　

文

　
　
　
　
　

 

副
部
会
長　

久
保
田　
　

清　

隆

　
　

農 

政　

部 

会 

長　

吉　

川　
　

隆　

男

　
　
　
　
　

 

副
部
会
長　

中　

村　
　

成　

男

　

農
地
・
農
政
部
会
の
互
選
会
も
併
せ
て
開
催
さ

れ
、
部
会
委
員
も
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）



　村　元志

　農地を持っている人の責務は、「農地を適正かつ効率

的に利用しなければならない。」と新たな農地制度で明

確化されています。

　作物を作らない農地は、適度に草刈りや耕起をし、

いつでも作物が栽培できるよう維持管理しなければな

りません。

　遊休農地が発生すると、病害虫の発生・産業廃棄物

等の不法投棄・鳥獣被害の発生・雑木や雑草の繁茂・

火災の発生など、地域の環境悪化につながります。周

辺の農地や隣接している住宅に迷惑をかけないように

することは、防災・防犯上からも大切なことです。

　農業委員会では、定期的な農地パトロールを毎年10

月～11月に実施し、遊休農地の解消並びに優良農地の

確保、無断転用の防止に努めています。

　特に、遊休農地については啓発活動が重要であると

の観点から、遊休農地解消モデル事業として、景観形

成作物の作付を実施しました。

　今回の遊休農地解消モデル事業は、有害獣の被害が多く作物の肥培管理が難しい反面、幹

線道路に面し多くの人目を引く場所を選定し、景観形成作物としてパンジーの植栽及び看

板「遊休農地を解消しよう」を設置し、多くの方に遊休農地を解消する意識を持っていただ

き、遊休農地や耕作放棄地の解消を呼びかけました。

　作業については、草刈り・耕起・抜根・パンジーの植栽等の作業を農業委員全員で行い、

除草・保水などの肥培管理については担当委員で行いました。

　今年の梅雨は雨が少なく、農作物への被害が心配されます。６月にはパンジーも見頃が

過ぎたため、農地が遊休化しないようヒマワリを植付け、引き続き啓発活動を実施しまし

た。夏には満開に咲き誇る風景が見られると思います。

　各地域におかれましても、遊休農地の解消に努めていただき、

　美しいまちづくりを心がけましょう。

－ －6－ －7
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子ども達が持ちや

すい大きさに苗を

カットしています 

                      

                          
 

 

●●●●メメメメリリリリッッッットトトトががががたたたたくくくくささささんんんんああああるるるる農農農農業業業業者者者者年年年年金金金金にににに加加加加入入入入ししししてててて、、、、老老老老後後後後にににに備備備備ええええままままししししょょょょうううう。。。。

①年 齢 要 件 … ６０歳未満 

②国 民 年 金 の 要 件 … 国民年金第１号被保険者 

③農 業 上 の 要 件 … 年間６０日以上農業に従事 

上記３つの要件を満たす人は誰でも加入できます。 

農地を持っていない農業者、配偶者、後継者などの家族従事者も加入できます。 

僕たち・私たち「田植え」しました!! 

 

　

五
月
二
十
日
（
月
）
水
間
町
の
奥
和
田
さ
ん

の
田
ん
ぼ
に
て
、
田
原
小
中
学
校
の
四
・
五
年

生
に
よ
り
「
田
植
え
」
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
そ
う
で
、
田
ん
ぼ
の

入
り
口
に
は
、
子
ど
も
達
お
手
製
の
看
板
が
あ

り
ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
に
入
る
際
に
は
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
悲

鳴
が
上
が
っ
て
い
た
も
の
の
、
五
分
も
し
な
い

う
ち
に
、
す
っ
か
り
慣
れ
た
様
子
。
ご
用
意
し

て
頂
い
た
「
苗
く
る
ま
」
を
使
用
し
て
、
苗
を

片
手
に
五
組
に
分
か
れ
て
作
業
開
始
で
す
。 

　

苗
く
る
ま
を
回

転
さ
せ
な
が
ら
、
一

か
所
に
五
本
く
ら

い
の
苗
（
品
種:

ま

な
む
す
め
）
を
目
安

に
植
え
て
い
き
ま
す
。

　

き
っ
ち
り
植
え

る
子
、
田
ん
ぼ
で
転

ん
で
し
ま
い
ド
ロ

ド
ロ
の
ま
ま
で
も

一
生
懸
命
に
植
え

る
子
、
前
日
に
イ
メ

ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
て
き
て
い
る

子…

生
徒
た
ち
は
、

奥
和
田
さ
ん
の
お

話
を
熱
心
に
聞
き
、

夢
中
で
田
植
え
を

楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

秋
に
は
稲
刈
り
体
験
も
行
い
、
田
原
地
区
で

毎
年
行
わ
れ
る
「
ど
ん
ご
が
お
か
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」で
振
る
舞
わ
れ
る
予
定
で
す
。　

　

子
ど
も
達
は
「
秋
が
楽
し
み
！
」「
家
で
も
や

っ
て
い
る
か
ら
得
意
だ
よ
。
」
「
初
め
て
だ
け
ど

面
白
い
！
」「
田
植
え
楽
し
い
！
」と
、
ニ
コ
ニ
コ

し
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
収
穫
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。
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 三その  

事 ～菅原天満宮 御田
お ん だ

祭
まつり

～

盆梅展も同時開催！ 
れ

 

  

 

 

「御田祭」とは、年神や氏神を勧請して、もっとも望ましい稲作

の全過程と、豊作を模擬的に動作と言葉で演じて見せ、実際の稲作が

そのようになるように願うと共に、穀物に感謝しつつ五穀豊穣を祈願

する祭事です。 

毎年２月２５日、菅原天満宮において「御田祭」が行われます。

最初に本殿で祈年祭が行われ、所作役さんや参列者の

祓い祝詞をします。 

本殿での神事が終わると、斎場でも同様に祓い祝詞が

執り行われ、菅原天満宮ならではの翁面をした田主によ

り、祭壇に松苗と御札が置かれます。 

菅原天満宮のおんだ祭りでは、田主・囃し方（はやし

かた）・牛役（子供）により所作が演じられます。 

水口祭に始まり、鍬初め・田打ち・田弁当・牛使い・

柄ブリつかい・肥まき・種まき・田まわり等の所作をユ

ーモアも交えつつ演じていきます。 

牛使いでは、牛は元気よく斎場内を走り回り、田主は振り回さ

大変そう。斎場めがけて四方から、おひねりが投げ入れられます。

籾蒔きでは「福の種を蒔こうよ」の口上と共に、かごに入った籾

や大豆を、なくなるまで四方八方に蒔き続けます。 

終番には所作役や参列者が、松苗を観客に向かって投げたり手渡

したりしていきます。 

この松苗は厄除けになるとの事。玄関に飾ると良いそうです。 


